
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「青春とは密である」 ～仙台育英高校 須江航野球部監督～ 

 

 

 

 

コロナ禍でのマスク規制が自由化され、２類から 5 類への対応に変わってから、1 か月が経ちまし

た。この３年間のコロナ禍において、学童期・思春期の子どもたちへの影響は計り知れないものがあ

ると思います。そうした中で、遠足・合宿・集会・児童会活動など、様々な行事をその意義と目的を

再確認して、再開させています。５月は児童集会「きらきら集会」、６月は「春の遠足」「６年合宿」

等の行事を行い、はじけるような子どもたちの笑顔と関わる姿を見ることができました。 

 

「青春とは密である」・・・仙台育英高校 須江 航野球部監督の言葉に深く感銘を覚えています。

この 3年間は、マスクをつけ、人と距離をとり、密を避けることを求められた３年間でした。しかし、

本来「生きることは密なこと」なのだと思います。青春だけでなく、人生とは密なものであり、そう

した密な関わりの中で得られるものが、人生における本物の学びなのでしょう。大人の時間と子ども

の時間は全く違う意味をもちます。そして「心の距離」は、「体の距離」とも大きく関係があると、こ

の３年間を俯瞰して思います。 

この５６７人の子どもたちが、これからの人生において人と共に生きる喜びを感じられるよう、感

染対策を講じながら、子どもたちの「心の距離」を密にする活動を、ねらいをもって行っていきたい

と思っています。どうぞご支援の程、お願い申し上げます。 

なかよし苗代っ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 ６月号  
苗代小学校校長  広見 理恵 

T E L  0761-22-1041 
F A X  0761-22-1059 

e-mail：nosiro-e@kec.hakusan.ed.jp 

 ６月１３・１４日、大杉みどりの里で一泊二日の６年合宿が行われました。前日までは雨を心配しましたが、

何とか天候ももち、大体の活動ができました。一日目の引率に参加したのですが、ウォークラリーは班で力を

合わせてクイズを解いたり、道案内をしたりして、全班が笑顔でゴールできました。午後の岩魚つかみでは、

おっかなびっくり、でも楽しそうに生きている岩魚をバケツに入れ、魚をさばくことができました。「命をいた

だく」という体験を通して、学びを深めている６年生の姿が印象的でした。 

  

  
 
 

 

６
年
合
宿 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かがやく苗代っ子  ～春の遠足 R5.6.9～ 

 

 

 

 

 ６月９日、春の遠足が行われました。お

天気の心配もしましたが、後半晴れてき

て、子どもたちは十分遠足を満喫できたよ

うです。 

朝、玄関で子どもたちを出迎えていたら

「おべんとうのおかず楽しみ！」「おばあ

ちゃんが作ってくれた大好きなおかず」

「うちはお父さん！」「早くおやつ食べた

いなあ」など、いつもよりたくさんの子ど

もたちが話しかけてくれ、その満面の笑み

にこちらまで楽しい気持ちを頂きました。 
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